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あまり感じていない

　　　10．2％

どちらでもない

　　10．1％

全く感じていない

　　　O．8％

愛着感

少し感じている

　　　38，2％

非常に

感じている

40．7％

　
「
自
然
の
豊
さ
」
が
五
七
％
で
第
一

位
を
占
め
、
次
い
で
「
働
く
場
が
多
い
」
、

「
住
み
や
す
い
」
、
　
「
医
療
・
福
祉
の

充
実
」
、
　
「
交
通
が
便
利
」
、
　
「
人
情

味
が
深
い
」
、
　
「
克
雪
都
市
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
歳
代
は
「
自
然
が
豊
か
で

人
情
味
が
あ
り
、
働
く
場
の
多
い
ま
ち
」
、

二
十
歳
代
・
三
十
歳
代
は
「
働
く
場
が

多
く
、
交
通
の
便
利
な
自
然
豊
か
な
ま

　
　
　
良
い
働
き
場
が
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
」
が
、
二
十
歳
代
で
二
七
・
三

　
聞
董
　
あ
な
た
は
十
日
町
市
に
愛
　
　
　
％
で
最
も
低
い
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
着
を
感
勉
て
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
　
　
三
十
歳
代
か
ら
年
齢
が
増
す
ご
と
に
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
感
が
高
く
な
り
、
五
十
歳
代
で
は
四

　
全
体
的
に
は
、
　
「
非
常
に
感
じ
て
い
　
　
七
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
年
層

る
」
が
四
〇
・
七
％
、
　
「
少
し
感
じ
て
　
　
の
愛
着
感
の
低
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。

い
る
」
が
三
八
・
二
％
で
合
わ
せ
る
と

七
八
・
九
％
に
な
り
、
愛
着
感
は
か
な
　
　
　
問
2
　
あ
な
た
は
、
将
来
ど
ん
な

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
の
十
日
町
市
で
あ
っ
て

　
年
代
別
に
み
る
と
、
　
「
非
常
に
感
じ
　
　
　
ほ
し
い
と
お
考
え
で
す
か
。

市では今年3月、市民の生活環

境の実態やまちづくりに関する要

望などを把握するために「市民意

識調査」を行いました。

この調査は、十日町市を4つの

地帯（市街地帯・市街地周辺地帯・

中間地帯・山間地帯）に区分し、

この中から3月1日現在における

18歳から69歳までの3，064人を無

作為に抽出しました。

調査対象となった皆さんに「調

査票」を郵送し、回収も郵送によ

る方法をとりました。有効回収数

は、1，861人で回収率は60．7％で

した。

この調査結果は、いま進めている

第6次総合計画に反映していくこ

とにしています。この調査の概要

を2～5ぺ一ジにわたってお知ら

せします。ご協力をいただいた皆

さん、本当にありがとうございま

した。

市民意識調査から

小区分別回収状況 大区分別回収状況

地　区　名 調査対象数 有効回収数 有効回収率
有効回収数
構　成　比

区　　分 調査対象数 有効圃収数 有効國収率
有効回収数
構　成　琵

市
街
地
帯

十日町東部 　人230 　入131 　％57．0 　％7．O 布街地帯 　人767 　人451 　％58．8 　％24．2

十日町西部 212 129 60．8 6．9 市街地周辺地帯 911 547 60．0 29．4

十日町南部 214 123 57．5 6．6 中聞地帯 1，040 630 60．6 33．9

十日町中部 111 68 61．3 3．6 出闘地帯 346 233 67．3 12．5

市
街
地
周
辺
地
帯

新　　座 174 104 59．8 5．6 合　　　誹 3，064 1，861 60．7 100．0

大井田 193 119 61．7 6．4

川　　治 367 222 60．5 　　111．9　1地　区　名
　　監

調養対象数 有効回収数 有効回収率
有効回収数
構　成　蛇

高　　山 177 102 57．6 　：5．5　1
　墨

i聞

i地

飛　　渡 　人68 　人47 　％69．1 　％2．5

中
閥
地
帯

中　　条 256 174 68．0 　：山9．3　1

　1
八　　箇 49 30 61．2 1．6

吉　　田 224 127 56．7 6．8　： 六　　箇 57 37 64．9 2．O

下　　条 242 144 59．5 　＝7．7　1世
　：霧

東下組 32 27 84．4 1．5

水沢平場 318 185 58．2
　　＝
10．O　l
　　：

水沢山地 108 72 66．7 3．9

出闘

地滞 美佐島 32 20 62．5 L2i合　計
　巳

3，064 1，861 60．7 100．O

2



ち
」
、
四
十
歳
代
は
「
働
く
場
が
多
く
、

自
然
が
豊
か
で
福
祉
・
医
療
が
充
実
し

た
ま
ち
」
、
五
十
歳
・
六
十
歳
代
は
「
人

情
味
が
あ
り
、
雪
に
強
く
、
福
祉
・
医

療
が
充
実
し
た
ま
ち
」
が
上
位
で
す
。

問
3
　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
ま

わ
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
安
全
性
」
、
　
「
快
適
性
」
、
　
「
利

便
性
」
、
　
「
全
体
的
な
住
み
ご
こ
ち
」

の
観
点
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
夜
間
歩
行
」
、
「
大
雨
の

と
き
の
水
は
け
」
な
ど
の
、
「
安
全
性
」

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
「
満
足
」
の
状
況
で

し
た
。
「
火
災
や
地
震
」
、
　
「
子
供
の
通

園
・
通
学
」
、
　
「
幼
児
が
遊
ぶ
」
な
ど
の

安
全
性
に
は
「
不
満
」
が
大
き
く
、
中

で
も
「
幼
児
が
遊
ぶ
と
き
」
の
安
全
性

る供だのの　除　のどた　がに　　　　　　　非常に不満

繍1耀轡蔵麟やや不満右診観暁
　●ににあLはr度な通性を常　　　19。6％
1通rrりにr道がどしL超に
ハ学樹不まっ不路高自L・のえ不
スL木満す、満やい然r面て満な　’なL　が1～L　側　○環空かいL、　　　　　　住みやすさ　やや満足

露轄パ峰準嵩築悔どちら灘　一
通にLいス満いr　す樹r　不
Lかroな足○道　る木日　満
にか子たどL　路　もな当　L

た
）
ど
の
緑
」

の
は
満
足
度
が
高
い

　
ま
た

除
雪
」

　
「
利
便
性
」

の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

の
交
通
」

だ
、
地
帯
別
に
「
樹
木
な
ど
の
緑
」

供
の
通
園
・
通
学
」

る
と
き
」

差
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
全
体
的
な
住
み
ご
こ
ち
」
の
面
か

ら
は
、
全
体
の
五
七
・
八
％
の
人
が
「
十

分
満
足
」
、
　
「
や
や
満
足
」
と
答
え
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の
一
九
・
八
％

を
加
え
る
と
七
七
・
六
％
に
な
り
ま
す
。

個
々
の
環
境
に
つ
い
て
は
不
満
が
あ
る

が
、
全
体
的
に
は
満
足
度
は
高
く
、
十

日
町
市
は
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
と
言
え

ま
す
。

公
園
・
運
動
広
場
が
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
を
望
む
声
が
特
に
大
き

問
4
　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
ま

わ
り
で
、
特
に
充
実
し
て
ほ
し
い

と
思
わ
れ
る
施
設
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
全
体
で
は
、
公
園
・
運
動
広
場
が
三

六
％
、
流
雪
溝
が
三
五
・
六
％
、
街
路

灯
・
防
犯
灯
が
三
〇
％
で
要
望
が
特
に

大
き
い
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
大
き
い
も

の
は
消
雪
パ
イ
プ
の
二
五
・
三
％
、
下

水
道
の
二
〇
・
八
％
、
医
院
・
診
療
所

の
一
八
・
三
％
、
自
動
車
駐
車
場
の
一

六
・
九
％
な
ど
で
す
。

　
そ
こ
で
、
地
帯
別
の
特
徴
を
み
て
み

る
と
、
市
街
地
で
は
、
公
園
・
運
動
広
場

流
雪
溝
、
街
路
灯
・
防
犯
灯
の
順
で
充

30　％2010

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
整
備
済

の
た
め
か
希
望
が
少
な
く
、
逆
に
街
路

樹
・
緑
地
、
集
会
所
を
希
望
す
る
声
も

高
い
。
市
街
地
周
辺
地
帯
で
は
、
流
雪
溝
、

公
園
・
運
動
広
場
、
消
雪
パ
イ
プ
の
順
ハ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
問
地
帯
で
は
公

園
・
運
動
広
場
、
流
雪
溝
な
ど
を
望
む

声
が
大
き
く
、
次
い
で
下
水
道
、
消
雪

パ
イ
プ
、
医
院
・
診
療
所
の
要
望
が
高

い
。
山
間
地
帯
で
は
街
路
灯
・
防
犯
灯
、

消
雪
パ
イ
プ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
、
集
会
所
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
望
む
声
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま

す
。

防
災
・
防
犯

街路灯・防犯灯 30．0

交通安全施設 12．6

消　防　施　設 7．9

交番・派出所 3．9

文メ
化二
・テ

アィ

公園・運動広場

集　　会　　所
f封足各桑封　・　緑士也

　　　　36．Ol2．6

12．3

利
便
施
設

市場・小売店 9．6

自転車駐車場 2．0

自動車駐車場 16．9

福
祉
医院・診療所 18．3

保育園・幼稚園 2．8

環
　
　
境
　
　
基
　
　
盤

舗装された道路 8．9

下　　　水　　道

上　　水　　道

橋

　　　　20．8
3．0

2．5

　　　　　　　35。6
河　　　　　　　川 5．3

流　　雪　　溝

消雪　パ　イ　プ 25．3

ごみステーション 11．2

3と’♂∫力噛F3平成元年6月10日



一＿上

都
市
機
能
の
整
備
を
望
む

問
5
　
十
日
町
市
で
は
市
民
生
活

の
向
上
を
目
ざ
し
て
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

　
市
が
進
め
て
き
た
行
政
施
策
に
対
す

る
市
民
の
意
識
を
福
祉
、
居
住
・
生
活

環
境
、
文
化
・
教
育
、
産
業
、
都
市
機

能
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
二
十

二
項
目
を
あ
げ
、
行
政
に
対
す
る
「
満

足
度
」
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

　
全
般
的
に
は
福
祉
、
文
化
、
教
育
に

つ
い
て
は
「
満
足
度
」
が
高
い
。
逆
に

居
住
・
生
活
環
境
、
産
業
、
都
市
機
能

に
つ
い
て
は
「
不
満
度
」
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
特
に
都
市
機
能
に
つ
い
て
は

「
不
満
度
」
が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
は

産
業
の
低
迷
、
高
速
交
通
体
系
へ
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
十
日
町
市
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
み
る
と
、
福
祉

面
で
は
、
お
お
む
ね
「
満
足
」
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
老
人
・
身
障

者
福
祉
だ
け
は
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

が
四
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
居
住
・
生
活
環
境
で
は
、
　
「
緑
豊
か

な
公
園
の
整
備
」
、
「
上
下
水
道
の
整
備
」

「
生
活
道
路
の
整
備
や
歩
車
道
の
分
離
」

に
不
満
が
大
き
い
。

　
文
化
・
教
育
で
は
義
務
教
育
施
設
・

文
化
施
設
の
整
備
が
急
ピ
ツ
チ
に
進
め

ら
れ
た
た
め
か
、
　
「
満
足
度
」
が
高
く

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ソ
フ
ト
面
の
事
業
に
「
不

満
度
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注

目
す
べ
き
で
す
。

　
産
業
面
で
は
「
織
物
や
企
業
誘
政
な

ど
の
産
業
振
興
」
に
「
不
満
度
」
が
高

い
。
　
都
市
機
能
で
は
「
幹
線
道
路
の
整
備

や
J
R
、
バ
ス
等
の
利
便
」
、
　
「
市
街

地
の
自
動
車
・
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
「
非
常
に
不
満
」
、
　
「
や

や
不
満
」
が
約
七
〇
％
に
達
し
て
い
ま

す
。

問
6
　
市
の
だ
れ
も
が
、
心
身
と

も
す
こ
や
か
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
福
祉
・
医
療

関
係
で
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
、

よ
り
力
を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い

　
ま
す
か
。

〆　
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
反
映
し
て
か
、

全
般
的
に
「
高
齢
者
就
業
対
策
」
　
「
保

健
・
医
療
対
策
」
、
　
「
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
」
な
ど
高
齢
化
に
対
す
る
施

策
へ
の
希
望
が
高
い
。
中
で
も
「
高
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

者
就
業
対
策
」
へ
の
希
望
が
最
も
高
く
、

生
き
が
い
を
持
て
る
仕
事
を
続
け
た
い

と
い
う
意
欲
の
強
い
こ
と
が
、
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
老
人
在
宅
介
護
」
、
　
「
低

所
得
者
対
策
」
、
　
「
高
齢
者
身
障
者
施

設
」
へ
の
要
望
も
高
い
。

行政への要望（福祉）

15．4

12．4
15。815．1

2．2

6・1　　5．2
r　4．1

12．4
11．3

％
3
0

高者　老護　高対　高き　身労　保設　社動　交子　保対　低策
齢施　人制　齢策　齢が　障対　育整　会振　通活　健策　所
者設　在度　蓄　　者い　者策　児備　奉興　遺動　　・　　得

身宅就のの童仕児医者障介業生就施活母療対

20

10

問
7
　
整
っ
た
環
境
の
中
で
豊
か

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
、

力
を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。

行政への要望（居住・生活環境）

9．2

6．1　6．85．4

19．8

13．412．3
9．9

17．1

％
3
0

10

識防
火
体
制
意

推
進
美
化
運
動
の

物
処
理

ご
み
や
廃
棄

河
川
の
整
備

期
完
成

下
水
道
の
早

道
路
安
全
な
生
活

境
整
備

緑
豊
か
な
環

設
整
備

公
害
防
止
施

全自
然
環
境
保

20

　
「
安
全
な
生
活
道
路
」
の
要
望
が
一

九
・
八
％
と
第
一
位
を
占
め
、
特
に
冬

期
間
の
除
雪
体
制
、
あ
る
い
は
道
路
交

通
安
全
施
設
な
ど
道
路
交
通
対
策
へ
の

強
化
な
ど
の
要
望
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
，
自
然
環
境
保
全
」
、
　
「
下

水
道
の
早
期
完
成
」
、
　
「
緑
豊
か
な
環

境
整
備
」
な
ど
が
、
こ
れ
に
次
い
で
い

ま
す
。問

8
　
幅
広
い
知
識
や
教
養
を
高

め
、
ス
，
ポ
ー
ツ
活
動
の
輪
を
広
げ

て
豊
か
な
文
化
を
育
て
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
、
よ
り
力

を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
「
自
然
公
園
施
設
整
備
」
の
要
望
が

最
も
高
く
、
　
「
生
涯
教
育
の
充
実
」
、

4



「
学
習
の
場
の
充
実
」
が
、
こ
れ
に
次

い
で
い
ま
す
。

　
施
設
整
備
か
ら
催
し
物
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
の
充
実
、
ま
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
志
向
（
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

が
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

1〔）・110・2　9、7

行政への要望（文化・教育）

17。9

14．8
12．1

5．1

10・5 9．8

％
3
0

10

歴施　催実　学充　文全　生充　自設　ス設　　ス動　　コイ
史設　し　　習実　化　　涯実　然整　ポ整　ポ振　　ミ活

・整物　の　財　教　公備1備1興ユ動
文備　の　　場　　の　　育　　園　　ツ　　ツ　　ニ

化充の保の施施活テ

20

問
9
　
よ
い
環
境
で
子
供
た
ち
が
、

勉
強
し
、
豊
か
な
創
造
性
、
個
性

が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
、
よ
り

力を

入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。

　
「
自
立
精
神
の
育
成
」
が
第
一
位
を

占
め
、
　
「
学
校
教
育
の
充
実
」
、
「
時
代

に
即
し
た
教
育
」
、
　
「
家
庭
教
育
の
充

実
」
が
、
こ
れ
に
次
い
で
い
ま
す
。
当

行政への要望（教育）

17．2

器

20．9

11．9

　　　7．4
6．9　F＿＿

18．1

14．8

％
3
0

推
進
学
校
の
緑
化

た
教
育

時
代
に
即
し

関
誘
致

高
等
教
育
機

備通
学
路
の
整

充
実
学
校
設
備
の

育
成
自
立
精
神
の

充
実
家
庭
教
育
の

充
実
学
校
教
育
の

20

10

市
に
お
い
て
は
、
小
・
中
学
校
の
校
舎

改
築
が
ほ
と
ん
ど
終
了
し
、
今
後
は
そ

こ
で
行
わ
れ
る
教
育
の
充
実
を
求
め
る

要
望
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
の
誘
致
」
の
希
望
も
一

一
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

問
m
　
雇
用
を
安
定
さ
せ
、
調
和

の
と
れ
た
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
、
よ

り
力
を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
か
。

　
「
企
業
誘
致
」
の
要
望
が
最
も
高
く
、

「
リ
ゾ
ー
ト
の
推
進
」
を
含
め
、
外
か

ら
の
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
期
待

　
大
き
い
こ
と
が
、
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
「
新
し
い
地
場
産
業
」
、
「
地

域
特
産
品
づ
く
り
」
、
　
「
既
存
企
業
の

技
術
向
上
」
な
ど
へ
の
要
望
も
高
い
。
商

業
面
に
お
い
て
は
、
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
「
十
日
町
ら
し
い
商
店
街

の
整
備
」
、
農
業
面
で
は
「
農
業
基
盤

の
整
備
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行政への要望（産業）

8．4

4．1

14．7

7。6

＿64・02．7

16．9

9．2

13．7

7。4

5．2

％

30’

雪
の
商
品
化

推
進
リ
ゾ
ー
ト
の

致観
光
客
の
誘

い
商
店
街

十
日
町
ら
し

業
地
都
会
的
な
商

づ
く
り

中
心
商
業
地

産
業
新
し
い
地
場

技
術
向
L

既
存
企
業
の

推
進
企
業
誘
致
の

づ
く
り

地
域
特
産
品

組
織
化

農
業
生
産
の

盤
の
整
備

農
業
生
産
基

20

lO

道路拡幅で、変わる町並み

北
線
の
建
設
」
が
、
こ
れ
に
次
い
で
い

ま
す
．
国
際
化
・
情
報
化
時
代
に
対
応

す
る
意
識
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

3．8

問
”
　
中
魚
沼
の
中
心
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
都
市
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う

な
点
に
、
よ
り
力
を
入
れ
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

16。1

9．7

5．4

行政への要望（都市機能）
24．1

8．4

4。7

14．2

8．9

2．0　2，6

　
「
道
路
交
通
網
の
整
備
」
の
要
望
が

最
も
高
く
、
　
「
克
雪
・
利
雪
」
、
「
北
越

％
3
0

10

ア
ヘ
の
対
応

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

業
地
形
成

魅
力
あ
る
商

能
充
実

情
報
提
供
機

克
雪
・
利
雪

道の　北建　国1　世の　文充　都形　大
蹄整　越設　際ジ　界交　化実　市成　　学

父備北　的　各流施　景　の

通線イ地設観設網のメとのの置

20

　　第11回

まちづくり懇談会

　昭和54年にスタートした「まちづ

くり懇談会」は今年度で11回目を迎

えます。

　今年は、第6次十日町市総合計画

を策定する年にあたり、先般市民意

識調査を行いました。その地区別分

析結果を基に、地域の皆さんが抱え

ている問題点を把握し、地域の発展

の方策を提案いただく懇談会としま

す。

　今年度に限り次の地区割りで対象

者を振興会役員や各種団体の代表者

とし、提案いただいた声を総合計画

に反映させていきたいと思います。

■地　区

◎下条・東下組地区◎中条地区

◎新座・大井田地区◎飛渡地区

◎川治・八箇地区◎高山地区◎六

箇地区◎水沢地区◎吉田地区◎美

佐島地区◎十日町東部地区◎十日

町西部地区◎十日町中部地区◎十

　日町南部地区

■対象者

　地区の振興会役員を中心に、青

年団、婦人会、地区体育協会役員

各種団体の代表者など約40名とし

　ます。

5と・おガ蓄3平成元年6月10日



＿」一L上上

　　　　　　の　　　　譲　　議市

う謹き
平成元年

　　　　　臨　　　回　　盈第

　
市
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
、

κ
月
二
卜
五
日
開
催
さ
れ
、
市

長
提
案
の
「
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
」
　
（
水
沢
中
学

校
屋
体
・
柔
剣
道
場
〔
本
体
〕

建
設
工
事
）
と
平
成
、
兀
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
二
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
L
村
仁
平
議
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
議
会
関
係
人
事
案
件

に
入
り
、
辞
表
の
出
さ
れ
た
議

長
・
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
投

票
の
結
果
、
議
長
に
樋
口
熊
蔵

議
員
、
副
議
長
に
佐
藤
勝
巳
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
と
な
っ
た

議
長
に
樋
ロ
熊
蔵
氏

副
議
長
に
佐
藤
勝
巳
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

三
つ
の
常
任
委
員
会
　
議
会
運

営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、

各
委
員
の
正
・
副
委
貝
長
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
十
日
町
市
・
川
西

町
衛
生
施
設
組
合
議
会
」
　
「
卜

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
」

「
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組

合
議
会
」
の
各
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
二
回
定

例
会
は
六
月
十
四
日
か
ら
開
か

れ
ま
す
。

常任委員会

一
助
文
八
栄
郎
蔵
平
義

　
　
　
　
　
太

健
誠
武
平
広
隆
熊
仁
正

沢
野
地
橋
島
山
ロ
村
木

宮
庭
名
高
大
村
樋
上
斎

長
長
員

員
頚
委
副
委

総

務＼
文

教（9人）

策
男
正
男
実
司
男
雄

耕
寛
　
和
　
洲
一
利

野
野
間
上
木
塚
藤
藤

庭
水
半
野
斎
飯
佐
佐

長
長
員

贔委
副
委

建

設＼
企

業（8人）

三
平
信
吉
雄
松
巳
雄
男

昭
喜
重
春
勝
清
勝
辰
達

島
山
野
辺
川
島
藤
林
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

大
丸
庭
渡
西
大
佐
小
小

長
長
員

贔委
副
委

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
⑲

社
会
経
済

↑
～
う
↑
き
～
2
～
§
2
う
さ
2
～
§
§
§
§
2
§
き
§
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＠
＠
＠
㊨
＠
◎
＠

樋口熊蔵議長

　
こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
が

た
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
市

議
会
議
長
に
再
選
さ
れ
、
責
任

の
重
さ
を
一
層
、
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
議
会
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
議
会
制
民
主
主
義
を
貫
き

公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
、

議
会
の
権
威
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
行
政
に
対
し
て
は
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
す
と
と
も
に
市
民

要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
協

力
す
べ
き
は
協
力
す
る
労
は
惜

し
み
ま
せ
ん
。

　
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
十
日

町
市
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
お
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
議
員
の
皆
様
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ん

た
、
市
民
各
位
の
一
層
の
ご
鞭

た
つ燵
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　　盤

佐藤勝巳副議長

　
今
回
、
議
会
人
事
の
改
選
に

よ
り
、
市
議
会
副
議
長
の
要
職

に
つ
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
そ
の
任
務
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身

で
は
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
人
格

識
見
と
も
卓
越
さ
れ
た
樋
口
議

長
の
も
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
史

に
先
輩
、
同
僚
議
員
の
皆
様
が

た
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
　
こ
の
名
誉
あ
る
席
を
汚
さ

な
い
よ
う
、
　
一
生
懸
命
に
や
ら

せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
樋
口
議
長
の

手
足
と
な
っ
て
議
会
運
営
の
た

め
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
ず
。

　
ザ　
こ
れ
か
ら
も
「
初
心
を
忘
れ

な
い
で
」
民
意
を
市
政
に
反
映

さ
せ
、
行
政
と
と
も
に
市
政
の

発
展
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

お
り
ま
す
。

　
議
員
並
び
に
市
民
各
位
の
特

　
　
　
　
　
　
べ
ん
た
つ

段
の
ご
支
援
、
ご
鞭
燵
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ま
こ
と

に
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

各組合議員（議会選出）議会運営委員会（6人）

男
男
郎
策
＝
二

達
寛
太
耕
健
昭

山
　
隆

宮
野
山
野
沢
島

小
水
村
庭
宮
大

長
長
員

贔委
副
委

　
　
男
巳
蔵
三

設
　
一
勝
熊
昭

施
生
）
藤
藤
□
島

衛
人
佐
佐
樋
大

町
9
西
（
川
員
文
八
男
雄
松

・
議
市
会
武
平
和
勝
清

器
篶
上
川
島

十
組
名
高
野
西
大

●

監査委員（議会選出）

　　　　上村仁平
※5月の臨時会で選任され

　た上村仁平監査委員の任

期は平成元年5月26日か

　ら平成2年4月30日まで
　となります。

　
　
巳
雄

議
勝
辰

合
組
　
藤
林

務
佐
小

事域
）
広
人
蔵
雄
義

域
5
地
（
熊
利
正

町
員
ロ
藤
木

日
議
＋
会
樋
佐
斎

●

　
　
三
合
昭

組発
　
島

開
ン
）
大

イ
人
ラ
2
蔵

イ
（
力
員
熊

ス
議
ロ

沼
会
魚
議
樋

●

6



　
　
志
苫
裕
前
参
議
院
議
員
の
辞
職
に
伴
う
、
参
議
院
新
潟
県
選

　
出
議
員
補
欠
選
挙
は
、
六
月
七
日
に
告
示
さ
れ
、
六
月
二
十
五

　
日
に
疫
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
こ
の
選
挙
で
の
当
選
者
の
任
期
は
、
前
議
員
の
残
任
期
間
と

　
な
る
た
め
、
平
成
四
年
七
月
五
日
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日

投
票
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
毎

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
　
　
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
”
六
月
　
　
後
五
時
ま
で
選
挙
事
務
室
で
受

二
十
五
日
現
在
で
満
二
十
歳
以
　
　
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
場
券
と

上
の
日
本
国
民
で
す
．
　
　
　
　
　
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
平
成
元
年
三
月
六
日
以
前

か
ら
＋
日
町
市
に
住
民
登
録
を
　
　
郵
便
に
よ
る
投
票

　
　
、

点
字
投
　
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
投
票

管
理
者
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
点
字
で
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

閉
鎖
時
間
の
繰
り
上
げ

し
て
レ
る
人
。
三
月
七
日
以
降

県
内
か
ら
の
転
入
者
は
、
前
住

所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
も
、
公
職
選
挙
法
第
十

一
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該

当
す
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
両
下
肢
、
体
幹
な
ど
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
人
は
、
自
宅
で

記
入
し
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
の
た
め
の
投
票
用

紙
の
請
求
は
、
六
月
二
十
一
日

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
開
始
時
刻
は
、
全
投
票

所
と
も
午
前
七
時
で
す
。
閉
鎖

時
刻
は
、
通
常
午
後
六
時
で
す

が
、
投
票
所
に
よ
っ
て
は
午
後

四
時
ま
た
は
五
時
に
閉
鎖
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
入
場
券

を
お
確
め
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
智
5
7
3
1
1
1

内
線
圏
・
㈱
）
へ
。

　
選
挙
事
務
室
は
市
役
所
一
階

に
あ
り
ま
す
。

市
内
転
居
者
の
投
票

　
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
入
場
券

は
、
五
月
二
十
七
日
現
在
で
作

成
し
て
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
五
月
二
十
八
日
以
降
の
市

内
転
居
者
は
、
旧
住
所
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
、
決
め
ら
れ
た
投
票

所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当

県
知
事
選
挙
開
票
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
月
4
日
投
票
　
県
選
管
確
定

長志金
崎苫子

清
（
無
新
）
六
五
八
、
○
八
六
票
二
二
、
九
二
〇
）

裕
（
無
新
）
六
二
、
九
八
六
票
（
二
二
、
六
四
三
）

明
（
無
新
）
一
四
〇
、
一
六
一
票
（
　
二
、
一
四
二
）

　
　
　
　
　
（
）
内
は
十
日
町
市
開
票
区
の
得
票

　
十
日
町
市
開
票
区
選
挙
結
果

　
　
　
■
当
日
有
権
者
数
－
三
三
、
九
八
九
人

　
　
　
■
投
票
者
数
　
　
　
　
二
九
、
一
三
五
人

　
　
　
■
棄
権
者
数
　
　
　
　
　
四
、
八
五
四
人

　
　
　
■
投
票
率
　
　
　
　
　
八
五
・
七
二
％

　
　
　
■
無
効
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇
票

児
玉
画
伯
が
日
本
画
を
寄
贈

博
物
館
開
館

友
の
会
結
成
十
周
年
記
念
祝
賀
会
で
披
露

　
市
内
稲
葉
出
身
児
玉
輝
彦
画

伯
は
、
五
月
十
二
日
働
市
に
最

新
作
の
「
霜
の
朝
」
（
五
十
号
）

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
画
伯
は
、
現
在
九
十
一

歳
で
千
葉
県
船
橋
市
に
住
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
絵
は
、
皇
居
の
カ
ル
ガ

モ
を
ヒ
ン
ト
に
水
鳥
を
描
い
た

日
本
画
で
、
霜
が
降
り
た
寒
い

朝
、
カ
ル
ガ
モ
が
ま
さ
に
水
の

中
に
飛
び
込
も
う
と
し
て
い
る

様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
展
示
は
、
十
月
に
完
成
す
る

博
物
館
歴
史
資
料
館
で
、
市
民

に
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
五
月
二
十
四
日
㈱
、
農

協
福
祉
会
館
で
博
物
館
開
館
・

友
の
会
結
成
十
周
年
記
念
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
丸
山
市
長
や
友
の

会
会
員
な
ど
関
係
者
約
百
二
十

名
が
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
席
上
、
丸
山
市
長
か
ら
児
玉

画
伯
に
感
謝
状
が
贈
呈
（
親
戚

の
児
玉
五
八
郎
さ
ん
が
代
理
）

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
の
会

大
島
伊
一
会
長
か
ら
は
、
同
研

究
グ
ル
ー
プ
の
上
村
政
基
、
須

藤
重
夫
、
滝
沢
秀
一
、
佐
野
良

吉
、
樋
熊
清
治
、
土
井
清
史
、

山
口
邦
男
、
事
務
局
長
の
宇
都

宮
正
明
の
各
氏
に
長
年
の
功
績

に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

会賀

寄贈された

「霜の朝」

騨1　澱　　厳
感謝状を手渡す丸山市長
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トを考えるリゾー
ま
し
た
。

た
懇
談
会
で
は
、

④
雛
禽
繋
蝶
蕪
翌
鴛

　
　
　
　
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
赫

酬

　
五
月
二
十
二
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
㈱
当
間

高
原
リ
ゾ
ー
ト
主
催
に
よ
る
「
リ
ゾ
ー
ト
を

考
え
る
」
が
行
政
機
関
や
一
般
市
民
な
ど
約

二
百
十
名
が
出
席
し
、
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
同
社
が
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
を

開
発
す
る
の
に
市
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

　
で
あ
る
た
め
、
計
画
内
容
を
知
ら
せ
、
広
く

意
見
を
聞
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
開
い
た

　
も
の
で
す
。

　
　
梅
田
健
次
郎
社
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

福
田
み
ず
ほ
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が

　
「
国
際
化
社
会
に
向
け
て
の
地
域
開
発
」
と

　
題
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を

中
心
に
一
時
間
二
十
分
に
わ
た
り
講
演
さ
れ

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
開
発
説
明
の
あ
と
、
行
わ
れ

　
　
　
「
雇
用
の
問
題
・
森
林
な
ど
の
自
然
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当

熱，むし，耳を｛頃しする戴鯉ん（右上

飯山線に
　　ポストトレインが走る

れ
て
い
ま
す
。

性
化
の
一

行
時
間
は
、

日
一
往
復
し
ま
す
。

　
五
月
二
十
六
日
㈹
、
J
R
飯
山
線
に
ポ
ス

ト
ト
レ
イ
ン
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

信
越
郵
政
局
が
郵
便
局
の
イ
メ
ー
ジ
広
告
を

掲
載
し
た
列
車
を
、
向
こ
う
一
年
間
走
ら
せ

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
企
画
は
、
郵
政
省
で
は
初
め
て
。
長

野
県
と
新
潟
県
を
結
ぶ
鉄
道
、
信
越
郵
政
局

　
の
地
域
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
飯
山
線
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ス
ト
ト
レ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
白
色

　
の
車
体
に
、
郵
便
局
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で

あ
る
赤
（
郵
便
）
緑
（
貯
金
）
青
（
保
険
）

　
の
三
色
の
ラ
イ
ン
と
新
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
キ

　
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
す
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
描
か

　
内
堀
十
日
町
駅
長
さ
ん
は
「
飯
山
線
の
活

つ
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
運

固
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
長
野
・
長
岡
間
を
毎

σ

ψ

鞠凝る艀え

レブ∫

・
欝
塞
巖
霞
欝
曙
穀
グ
拶

し
し
ゅ
う
手
ま
り
の
一
針
が
世
界
を
つ
く
る

　
十
七
年
前
、
夫
が
入
院
し
、
付
き

添
い
し
た
時
「
し
し
ゅ
う
手
ま
り
の

作
り
方
」
を
覚
え
た
ん
で
す
。
こ
れ

ま
で
千
個
ぐ
ら
い
作
っ
た
で
し
よ
う

近藤タイさん
（上新田1・77歳）

か
。
遠
く
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
く

れ
た
り
、
残
り
は
親
類
や
近
所
の
人

た
ち
に
差
し
上
げ
て
い
る
ん
で
す
。

　
手
順
は
、
袋
に
も
み
が
ら
を
入
れ

ビ
ニ
ー
ル
で
巻
き
つ
け
、
布
を
か
ぶ

せ
て
一
針
一
針
縫
う
だ
け
な
ん
で
す
。

　
言
葉
で
言
え
ば
、
た
っ
た
そ
れ
だ

け
の
こ
と
で
す
が
、
小
さ
な
形
の
中

に
凝
縮
さ
れ
た
一
つ
の
世
界
を
作
る

も
ん
だ
か
ら
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
こ

れ
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
全
く
無
心

に
な
る
し
、
一
針
縫
う
た
び
に
楽
し

さ
が
増
し
て
く
る
ん
で
す
よ
。

常
に
だ
れ
か
に
必
要
と
さ
れ
る
生
き
方
が
夢

　
盛
ん
だ
っ
た
撚
糸
業
に
見
切
り
を

つ
け
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。
数
年
来
、
つ
ぼ
床
、

墓
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い

嚢根邊誤鑑ん

こ
ろ
、
　
「
人
を
助
け
て
わ
が
身
が
助

か
る
」
と
両
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
つ
く
づ
く
思
い
出
し
ま
す
ね
。

会
員
が
「
あ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
は
、
頼
め
な
い
」
と
世
間
か
ら

言
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
働
い

て
い
る
ん
で
す
。

　
で
き
る
限
り
経
験
を
生
か
し
「
常

に
だ
れ
か
ら
も
必
要
な
ん
だ
」
と
自

負
心
を
持
つ
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

笑
顔
で
仕
事
に
励
み
、
人
の
悪
口
を

言
わ
ず
、
争
わ
な
い
こ
と
が
、
豊
か

に
生
き
る
コ
ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

然
の
勢
い
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

な
を
勇
気
づ
け
、
水
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
木
流
し
工
法
、
蛇
か
ご
工
法
な

ど
に
従
事
し
、
現
在
も
「
信
濃
川
愛
護
組
合
」
の
会
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

署で町内を麟騨騨郷’糊
元気な掛

坐嚇9

　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
N

小
林
利
治
さ
ん
が

　
　
　
　
河
川
功
労
者
表
彰

　
小
林
さ
ん
（
城
之
古
東
町
）
は
五
月
三

｝
日
　
東
京
で
行
わ
れ
た
働
日
本
河
川
協

会
の
総
会
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
河
川

の
巡
視
に
努
め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
可
q

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
、
信
濃
川
城
之
古
堤
防

委
員
に
就
任
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

終
始
喜
貝
、
信
濃
川
改
修
工
事
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
工
事
も
六
十
年
に

完
了
し
　
水
田
二
〇
診
が
水
害
か
ら
守
ら

幾
多
の
洪
水
に
あ
　
　
人
力
を
超
え
た
自

　
　
　
そ
こ
で
　
こ
と
あ
る
た
び
に
み
ん

26和気あいあいに詩吟を楽しむ会員

高
齢
者
学
級

詩
吟
グ
ル
ー
プ

連
絡
先
口
井
口
拓
三
さ
ん

（
鞭
多
2
）

　
「
父
は
へ
名
君
に
奉
じ
竺
、
ー
」
＋
日

町
市
公
民
館
第
四
集
会
室
か
ら
、
元
気

な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
「
大
き
な
声
を
出
す
の
は
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
ね
．

公
民
館
に
お
願
い
し

て
、
詩
吟
の
講
座
を
四
年
前
に
作
っ
て

も
ら
い
、
ま
し
た
」
と
代
表
の
井
口
さ
ん
．

　
会
員
は
、
現
在
八
卜
四
歳
の
高
橋
重

正
さ
ん
を
最
高
齢
に
十
六
名
。
皆
さ
ん

の
ほ
と
ん
ど
が
七
十
歳
を
超
え
て
い
る

方
々
で
す
、
練
習
は
月
に
二
回
、
第
一

と
第
三
金
曜
日
午
後
一
時
半
か
ら
二
時

間
公
民
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
腹
か
ら
声
を
出
す
の
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
る
し
、
天
神
ば
や
し
を
歌

う
の
も
楽
に
な
の
ま
し
た
よ
。
結
婚
式

や
宴
会
で
も
積
極
的
に
歌
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
気
楽
に
楽
し
め
る
の
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
皆
さ
ん
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
練
習
も
一
生
懸
命
。
カ
セ
ッ
ト
に
録

音
し
、
家
に
帰
っ
て
台
所
仕
事
や
寝
る

前
に
聞
き
な
か
ら
、
練
習
す
る
熱
心
な

方
も
い
ま
す
。

　
一
曲
歌
う
ご
と
に
皆
さ
ん
か
ら
の
拍

手
が
あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
詩

吟
を
楽
し
む
皆
さ
ん
で
す
．

罵藻しみ
じの後の

募んな汗

　
町
内
の
活
気
は
み
ん
な
が
主
役

　
「
み
こ
し
会
」
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
ス
タ
；
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員

は
三
十
名
で
、
男
女
を
問
わ
な
い
若
者

の
集
ま
り
で
す
。
た
だ
し
、
既
婚
者
が

入
会
の
条
件
で
す
。
役
員
は
一
年
ご
と

に
選
び
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
の
各

一
人
と
い
う
き
わ
め
て
単
純
な
も
の
で
、

み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
目
的
は
、
八
月
二
十
六
・
七
日
の
夏

ま
つ
り
に
「
子
供
み
こ
し
」
を
通
し
て

親
睦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
を
よ

く
知
り
　
地
域
を
少
し
で
も
よ
く
し
よ

う
と
す
る
志
を
養
う
こ
と
で
す
。
各
人

か
実
践
し
　
自
分
た
ち
の
足
元
を
見
つ

め
直
す
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
子
供
み
こ
し
、

子
供
映
画
会
、
地
域
P
T
A
、
子
供
育

成
会
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
だ
い

そ
の
ほ
か
、
神
社
の
境
内
や
集
会
所
の

で
す
。
町
内
を
愛
す
る
気
持
ち
だ
け
で

も
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
「
み
こ
し
会
」
も
風
通
し
を

よ
く
し
　
つ
な
か
り
を
求
め
て
、
先
輩

の
皆
さ
ん
の
知
識
や
経
験
を
拝
借
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち

の
鏡
と
な
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
る
姿

勢
を
み
ん
な
で
自
覚
し
、
活
気
の
あ
る

9とおガ夢お平成元年6月10日
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広域農道計画
　　　広域農道とはどういう

　　道路ですか。また、わた

しの住んでいる地区の広域農道

計画はどのようになっています

かおたずねします。

鈴木　武さん　（大石）

、
●
r
●

　　　　広域営農団地農道整備事業

　　　　　　　　　（通称広域農道）とは

　十日町市・中里村・津南町を結ぶ河岸段丘上段では、
　　ろく
苗場山麓総合農地開発事業を中心として畑作・畜産など

農業経営の拡大が行われています。これらの営農ブロッ

クを結ぶ道路は、急傾斜である段丘に阻害されて未整備

となっています。このため、流通および広域的な産地化

に大きな障害となっています。広域農道は、農道網を整備

することにより生産1生の向上、農業経営の安定と広域的

な産地化を図ることを目的とした道路です。

広域農道計画は

　国道253号線（池之平地内）から中里村国道353号線を経

由し、津南町県道加用今新田津南線（赤沢地内）に至る

路線で、1号線から8号線までの路線計画となっていま

す。広域農道中魚沼地区として、国道353号線南側（中里

村～津南町の5号線～8号線）が、昭和58年度から延長

10，621m、橋りょう2ヵ所、総事業費45億1，500万円で着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か工しました。今までに1，500mの道路と清津川に架かる

倉俣大橋（長さ225m）が完成し、今年度には新たに中津

川に架かる石坂橋（長さ193m）が完成します。進ちょく

率は、昨年度末で27％となっています。

十日町市の広域農道計画は

　広域農道中魚沼2期地区として、国道253号線から南側

（1号線～4号線）となっています。

広域農道4号線は

　当間部落と大石部

落の中問付近から珠

川台地に向け、斜面

を開削しながら上っ

てゆき、珠川台地の

中央部を通り抜け中

里村田沢へと進む法

線の予定になってい

ます。

ぺ

！綴
＼
、
市
　
　 方差

！
＼ 蓮岱蝦六石

縛
　　　　珠旧
酬墜　　当閤
　　　繁駄

わたしたちの

東小学校
（山田　勝校長：児童数482名）

　　　　　あずざ
6年大嶋梓さん
　　　　　　　頑張っている委員会活動

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
は
、
　
「
委
員
会

活
動
の
充
実
」
を
目
ざ
し
、
五
・
六
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
な
い
特
色
の
あ
る
活
動
を
取

り
入
れ
、
立
派
な
児
童
会
に
し
た
い
で

す
。　
企
画
委
員
会
で
は
、
「
児
童
会
の
木
」

と
言
っ
て
、
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
①

進
ん
で
活
動
す
る
児
童
会
②
協
力
し
合

う
児
童
会
③
思
い
や
り
の
あ
る
児
童
会
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
ク
ラ
ス
で
目

標
を
作
り
、
そ
れ
を
達
成
で
き
た
ら

「
掲
示
板
に
若
葉
を
は
る
」
と
い
う
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
も
う
二
枚
の

若
葉
が
木
に
は
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
児
童
会
の
木
に
若
葉
が
い
っ
ぱ

い
は
ら
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　昨年度、新規に中魚沼2期地区（延長15，270m、橋り

ょう7ヵ所、総事業費35億7，800万円）が事業採択され、

4号線の一部が調査、測量、用地買収されました。平成

元年度は、事業予算も確定し待望していた工事が着工さ

れます。4号線の十日町市分が完成するには、当間川・

市之沢川へそれぞれ橋を架けなければならないなど、工

事費の増大が見込まれ、おおむね5年の工事期間が予想

されます。

　4号線の十日町市分が完成すると、幅員7mの舗装道

路から市場へ向け最短距離で、安定的に新鮮な農産物が

運び出され、農業経営の安定につながることになります。

■問い合わせ　農林課農地開発係（盈57－3111内線336）へ。

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対する提

言、こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

囹連絡先／総務課文書広報係
　　（奮57－3111内線213・214）へ。

魁突然毅誌脇ま？にしまし、う〃 ユ0



　　材料

・干ししいたけ…4～5枚・凍り豆
　　　　　　　
腐…／～2枚・凍みコンニャク（つき

コンニヤクでも可）…5～6枚づ由

あげ…2枚・帆立貝缶詰…ノ」口缶

・ほうれん草＼もやし…適宜・三つ

葉…少々〔調味料・・酒＼塩…適宜・し

ょう溜・みりん・だしの素…少々〕

田村マサ子さん

（卿三8。留撃）

　
　
サ
ッ
パ
リ
し
た
一
品
で
す

　
主
人
の
転
勤
で
新
潟
に
住
ん
で
い
た

こ
ろ
、
米
沢
出
身
の
友
人
か
ら
郷
土
料

理
を
教
わ
り
、
以
来
十
数
年
、
す
っ
か

り
わ
が
家
に
定
着
し
、
正
月
や
折
々
の

行
事
に
作
っ
て
い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
帆
立
貝
以
外
の
材
料
は

千
切
り
に
し
、
帆
立
貝
の
汁
、
し
い
た

け
の
も
ど
し
汁
を
入
れ
、
ヒ
タ
ヒ
タ
位

の
水
で
煮
る
。

②
酒
と
塩
で
調
味
し
、
か
く
し
味
に
し

よ
う
ゆ
、
み
り
ん
少
々
を
加
え
、
全
体

に
う
す
味
に
仕
上
げ
る
。

③
冷
め
た
ら
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

④
ほ
う
れ
ん
草
、
も
や
し
、
三
つ
葉
を

ゆ
で
、
少
し
ず
つ
器
に
盛
り
、
帆
立
貝

を
少
し
の
せ
、
そ
こ
に
冷
や
し
た
具
を

か
け
、
冷
た
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
〃

　
ア
ロ
※
凍
み
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
作
り
方

①
板
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
一
仕
．
の
厚
さ
に
切

る
．
②
水
を
は
っ
た
ま
ま
、
①
を
凍
ら

せ
る
。
③
自
然
解
凍
し
、
水
分
を
よ
く

し
ぼ
り
出
す
。
④
水
を
は
ら
ず
に
凍
ら

せ
る
．
⑤
③
の
く
り
返
し
．
②
～
⑤
を

二
回
程
く
り
返
す
と
、
凍
み
コ
ン
ニ
ャ

ク
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
り
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

）
　
ん

歳
月
　
　
女

　
　
や

　
ケ
　
　
長

3
8
　
ち
　
　
）

ー
樹
猷
木

　
　
美
子

　
　
　
　
　
轟

　
　
　
祐
（

　
　
田
●

　
　
池
勉

．
灘
灘
懸
灘
．

　飛渡保育園から帰ると＼大好きなおばあちゃんとお

留守番しているの。おやつはチョコレートが一番好き

なの。寝るとき歯みがきするから＼むし歯のないよい

歯の子に出たの。いつも猫のぬり絵と紙切り遊びをし

ているの。わたし一人だから早く弟がほしいの。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

O溺噸鰍むつみ幼稚轟

　
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
の
顔
な
の
。
頭
が
と
て
も
む

ず
か
し
か
つ
た
の
。
で
も
＼
一
生
懸
命
か
い
た
の
。

釜
濃
　
　
響
驚

　
僕
の
野
球
の
相
手
は
＼
お
父
さ
ん
な
ん
だ
。
こ

の
絵
は
父
の
臼
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
る
ん
だ
。

，
　
酔

中町由貴子ちゃん

　　（4歳）

　　　　　すぐる
村山　　勝くん
　　　（4歳）

　
ま
た
、
　
「
若
葉
児
童
会
だ
よ
り
」
と

い
う
の
も
、
今
ま
で
よ
り
も
、
た
く
さ

ん
発
行
し
て
い
ま
す
。
全
校
の
ニ
ュ
ー

ス
や
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど

内
容
の
充
実
し
た
お
た
よ
り
を
出
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
几
又

　
　
　
　
、
，
㌔
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
放
送
委
員
会
で
は
、
給
食
の
時
間
に

テ
レ
ビ
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
放
送

を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
あ
い
だ
は
、

ま
き
も
ど
し
（
逆
回
転
）
ク
イ
ズ
を
や

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
給
食
の

みんな見てるかな、テレビ放送真っ最中

時
間
は
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
掲
示
委
員
会
は
、
　
「
今
月
の
壁
絵
」

と
い
っ
て
、
そ
の
月
に
ち
な
ん
だ
か
わ

い
い
壁
絵
を
掲
示
し
て
く
れ
ま
す
。
暗

か
っ
た
廊
下
が
。
バ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
で
す
。
ほ
か
に
も
、
今
月

の
目
標
を
書
い
て
各
ク
ラ
ス
に
配
っ
て

く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
全
体
で
は
、
　
「
進
ん
で
あ
い
さ

つ
、
進
ん
で
返
事
」
を
し
っ
か
り
す
る

灘

・癌群「懸

元気にあいさつ、先生さようなら

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
各
委
員
会

で
呼
び
か
け
た
り
、
ク
ラ
ス
の
目
標
に

し
た
り
し
て
、
一
生
懸
命
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
進
ん
で
活
動
し
、
協

力
し
合
い
、
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
、

ど
の
小
学
校
に
も
負
け
な
い
明
る
い
東

小
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

訪問販売に気をつけましょう〃
　　　～お年寄りの被害が多発しています～
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涛役所ぱ盈57－31116薫248釜歳醸3一ので誰

平成元年度
　　新潟県職員募集

　県では、上級職員を募集していま

す。

■採用予定日　平成2年4月1日

■受付期間　6月19日（月）まで。

■受験資格　昭和35年4月2日～昭

　和43年4月1日までに生まれた人

■試験日・会場　　〈第1次試験＞7

　月16日（日）新潟大学教養部く第2次

　試験＞8月9日㈲新潟県庁

■申し込み　新潟県人事委貝会事務

　局（〒950新潟市新光町4番地1

　新潟県庁内創25－285－5511内線3584・

　3585）へ。

市民プール
　　アルバイト募集

　教育委員会では、市民プールの監

視を行うアルバイトを募集します。

■資　格　高校卒業以上の学生で健

　康な泳げる人

■期間　7月8日（十）～8月31日休）

　まで。

■募集人員　男女若干名

■申し込み　6月30日㈹までに総合

　体育館へ。申込用紙もあります。

■勤務条件　①賃金は時給500円②

　早番、遅番の2交替制③休日は原

　則として7日間に1日
■問い合わせ体育課（奮52－4377）へ。

㊧　　体育施設の無料開放　　日は24日（土）です

税務職員募集
　　（税務大学校生）

　関東信越国税局では、税務職員

（税務大学校生）を募集しています。

■受付時間　7月5日（水）～12日（水）ま

　で。

■受験資格　昭和44年4月2日～昭

　和47年4月1日生まれの人

■試験日・科目　く第1次試験＞10

　月1日（H）…教養試験、適性試験、

　作文試験〈第2次試験＞11月6日

　（月）～17日働までの間1日…人物試

　験、身体検査

■合格発表　第1次試験10月31日（幻

　最終合格発表12月13日困

■申し込み　関東信越国税局人事第

　二課（〒102東京都千代田区九段南

　1－1－15盈03－221－3911）または、

　十日町税務署（盈52－3181）へ。

　申込用紙もあります。

｝

｝

　農業を営んでいる人も年間の所得金額の計算方

法は、収入と経費に基づく計算方法を基本にして

います。けれども、収支などを記帳されていない

人は、市で作成する10a当たりの標準によって所

得計算をしてきています。

　露地栽培の販売野菜については、平成元年産から収入金額を基とした標準に

より所得計算をすることになを）ました。これは、近年の野菜の収益が立地条件、

出荷（生産）時期・栽培技術や病害虫などの条件によって農家個々によケ）相当

な差が生じる場合があります。そこで、10a当たりの標準よγ）も販売した収入

金額によって所得を計算する方法が、より実態に即したものになるからです。

　lO月下旬に各農家へ申告書を送りますので、出荷伝票・仕切書などを保存し

1年間の収入金額がわかるように準備をお願いします。

■問い合わせ　税務課市民税係（盈内線116）または十日町税務署（盈52－3181）へ。

軸噴畿駄会
き
式
　
会
と
開

■

■ところ

■参加資格

40歳以上2人、48歳以上1人が常

時出場のこと。

■申し込み　6月21日㈲までに総合

体育館（盈52－4377）へ。

■抽選会　6月23日㈹午後7時から

市民体育館で。

7月3日（月）～8月上旬

7月3日午前5時～

信濃川運動公園A球場

信濃川運動公園ほか。

　一般（中・高校生除く）

麟錨オーク
■と　き　6月25日（日）、来迎寺を午

前9時スタート（午前8時受付）

雨天中止。

■コース　来迎寺一→猿倉一→菅沼

　一→大池一→津池一→来迎寺まで

の約12km

■参加資格　健康な人（小学生以下

　は保護者同伴のこと）

■参加費　100円　（当日徴収）

■申し込み　6月20日（殉までに小林

松太郎（田中町西盈57－8477）へ。

当日の参加も受け付けます。

■と　き

■ところ

■対象

　　　市民体力テスト
6月24日（十）受付午後5時～8時
　　　　　　　　　　　　　　　　・コンピュータによる
総合体育館　　　　　　　　　　　　　　データ診断

健康な人ならどなたでもけっこうです。・料金　50円

参加しませんかレクセミナ・一

■対象子供会育成会および指導

者、その他レクリェーションに関

　心のある人

■参加費　2，000円とハガキ4枚を

　6月22日休）にお持ちください。

■定　員　50名

■申し込み　少年育成センター（学

校町1智57－8918）へ。

月日 時　間 会　場 内　　　容 講　師　（敬称略）

6／22
（木）

午後

7：00

より

勤
労
青
少
年
ホ
1
ム

仲間づくりのゲーム
（ゲームの実技）

栗林達彦（日本レクリ
エーション協会上級指導者）

7／6
休）

楽しいハーモニー
（ソングの実技）

栗原　昭（前中之口
村立東小学校長）

7／20
休）

音楽にあわせ身も心も軽やかに

（レクダンスの実技）
十日町市レクリエーシ
ョン指導者クラブ

8／3
（翁

、S・るさと再発見

（ウォークラリーの実際）
十日町市レタリエーシ
ョン指導者クラブ

9／7
（木）

町づくりとレクリエーション
（レクリエーションに／）いての講義）

浜田達郎（日本レクリ
エーション協会上級指導者）

10／5
（木）

心に残るキャンドルファイヤー
（！）どいの演出）

竹村チヨ子　（日本レクリ
エーション協会上級指導者）

lO／19
（木）

さよならパーティー
（閉講式）

ヱ2



叢役1所ぱ盈57－3111‘〒948チ歳町3－32です

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

◆6月12日（月）午後1時～3時／西本

　町2の一部

◆6月30日㈹午後1時30分～3時45

　分／南新田町2の一部

◆7月6日㈱午前9時30分～正午／

　川原町、田中町東、田中町本通り、

上川町の各一部

心の健康相談
気軽においでください。

■と　き　6月27日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　江口孝先生（中条病院）

■問い合わせ　十日町保健所（智57

－2400）または保健衛生課保健衛

生係（智内線138）へ。

　　　訂正とおわび
　お知らせ版5月25日号で、ご案内

しました新潟県持家住宅建設資金の

特別貸付（新築）の利率は3．5％（年

利）でしたので訂正をしておわびい

たします。

防火管理者の

資格付与講習会
　防火管理者資格付与の講習会を次

のとおり行いますので、未資格の事

業所などではこの機会に受講してく

ださい。なお、今回は甲種だけ行い

ます。

■と　き　7月6日（木）・7日㈹

■ところ　十日町地域消防本部講堂

　（3階）

■申し込み　6月21日困から7月1

　日（土）までに、テキスト代1，500円

　と上半身の写真（横3cm×縦5cm）

　1枚を添えて十日町地域消防本部

　予防課（智57－1555）へ。

住居表示を考える
　　　　　シンポジウム

■と　き　6月17日（土〉午後1時30分
　　　　げ
■ところ　クロス10（3階中ホール）

■内　容　住居表示問題に関するパ

　ネルデスカッションくパネラー＞

佐野良吉氏（市史編さん副委員長）

大崎衛氏（十日町郵便局長）・村山

康夫氏（青年会議所理事長）ほか。

■問い合わせ　（祖十日町青年会議所

南雲（智57－5111）へ。

●＝　褻通要塗諾灘撃謡一鐸

囹梅雨時の交通事故に注意

　雨が多くなる季節

よう！

5月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成元年 19（66） 19（72） 1（3）
十日町市

昭和63年 14（39） 13（45） 1（2）

平成元年 10（36） 10（41） 0（2）川西町
津南町
中里村 昭和63年 6（17） 12（27） 1（1）

平成元年 29（102） 29（113） 1（5）
計
昭和63年 20（56） 25（72） 2（3）

欝5岸鋸顯解．、
　　　山本町2丁目地内、信号機のあ
る国道の交差点で、自動二輪車と普通貨

物車が出会いがしらに衝突し、自動二輪

車を運転していた男性が左足にケガをし

ました。交差点では、安全確認に注意し

ましょう。

ご協力ください！

サービス業基本調査

事業所名簿整備
　総務庁では、7月1日現在でサー

ビス業基本調査と事業所名簿整備を

実施します。サービス業基本調査は、

サービス業事業所の事業活動の実態

を調査し、事業所名簿整備（変動状

況に関する調査）は事業所の新設・

廃業などの異動状況を調査します。

　6月下旬から調査員が事業所を訪

問して、調査票の記入をお願いしま

すので、調査にご協力ください。

■問い合わせ　総務課文書広報係

　（盈内線213）へ。

家族介護者教室
　　　特別講演会

■と　き　6月24日（土）午後2時30分

　～4時

■ところ　三好園（下条中央通り）

■内容講師江口孝先生（中条
病院）　演題「痴呆（ボケ）のあ

　れこれ」

■問い合わせ　三好園デイ・サービ

　スセンター（智56－2106）へ。介

護用品の展示会もあります。

嚥鑛翻鎌欝レンジを支援
　県では、中小企業の新分野開拓を支援するため、次のとおり活路開拓総

合事業を実施し、経営診断、技術指導、補助金、貸付金などのさまざまな

支援策を講じています。

〈診断指導事業〉　新分野進出にチャレンジする企業は、最初に県に相談

する必要があります。相談のあった企業に対し、県が直接出向いて診断指

導を行い、最も効果的な支援事業を講じます。

〈支援事業のメニュー〉　①技術指導　具体的な技術上の問題点を解決す

るため、県工業技術センターの職員が一定期間集中的に指導を行います。

②企業顧問派遣　新分野開拓のためのアドバイスを必要とする企業に対し

技術アドバイザーを顧問として派遣し、年間をとおして専属的に指導しま

す。③チャレンジ補助金　市場調査、技術修得、試作試験など主として新

分野を開拓するさいの立ち上がりの事業に対して補助金を交付します。

④加速的技術開発補助金　事業転換、新分野進出に係る研究開発事業に対

し、補助金を交付します．⑤研究型中小企業育成資金　新商品、新技術研

究開発事業に対し、その経費の一部を低利で融資します。

■問い合わせ　県工業振興課繊維工業班（盈025－285－5511内線2790）

　または市商工観光課工業労政係（智内線230）へ。

第1回住宅金融公庫個人向け融資募集
■受付期間　個人住宅建設資金および建売住宅購入資金…6月23日㈹まで。

　リフォームローンおよび中古住宅購入資金…平成2年3月23日（金）まで。

■問い合わせ　住宅金融公庫北関東支店（盈0272－32－6656・6657）また

　は市内住宅金融公庫業務取扱金融機関へ。

■申し込み　市内住宅金融公庫業務取扱金融機関

ユ3とおガ蓄3平成元年6月10日
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　市史編さん室

　　禽．ノ

越後十日町飛脚

　
十
日
町
飛
脚
は
、
越
後
各
地
の
飛

脚
の
中
で
最
も
発
達
し
、
活
躍
し
た

飛
脚
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
江
戸
・

長
岡
間
は
欠
け
る
日
は
な
い
と
い
え

る
ほ
ど
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
。

　
飛
脚
便
は
大
別
す
る
と
江
戸
飛
脚
、

上
方
飛
脚
、
国
飛
脚
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
江
戸
便
は
お
よ
そ
片
道

七
日
、
積
雪
期
の
信
州
回
り
で
お
よ

そ
十
日
を
要
し
、
上
方
便
は
江
戸
便

の
倍
の
日
数
を
要
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
な

る
と
十
日
町
飛
脚
組
合
員
は
、
少
な

く
と
も
四
十
名
か
ら
五
十
名
に
達
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
．
彼
等
は
主
と

　
　
ち
ぢ
み

し
て
縮
問
屋
の
下
請
け
を
し
、
縮
や

つ
む
き紬
な
ど
を
輸
送
す
る
仕
事
に
当
た
っ

て
い
た
。
小
荷
物
は
背
負
い
飛
脚
で

こ
と
足
り
た
が
、
縮
や
紬
等
大
量
の

荷
物
を
輸
送
す
る
場
合
は
、
駅
（
宿

場
）
か
ら
駅
へ
と
馬
や
人
夫
を
借
り

て
継
い
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
日
町
の
縮
問
屋
は
、
産
地
の
縮

を
商
い
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
県
内

他
産
地
の
織
物
を
大
量
に
買
入
れ
て

縮
と
と
も
に
売
り
さ
ば
い
て
い
た
。

当
時
の
十
日
町
の
有
力
問
屋
は
、
十

日
町
に
本
店
を
構
え
る
一
方
、
江
戸
、

京
坂
、
中
京
等
へ
も
出
店
を
置
き
、

そ
こ
で
も
大
き
な
商
い
を
し
て
い
た
。

飛
脚
は
、
そ
の
本
店
と
出
店
の
間
を

往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
長
岡
町
と
の
間
で
は
、
日

用
品
を
は
じ
め
諸
物
資
、
書
状
を
運

ぶ
常
便
飛
脚
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い

た
。　
こ
れ
ら
の
飛
脚
は
、
荷
便
と
と
も

に
京
や
江
戸
な
ど
各
地
の
情
報
を
早

く
も
た
ら
し
て
い
た
。
出
店
か
ら
本

店
へ
の
書
簡
の
中
に
は
、
商
い
情
報

の
ほ
か
、
天
下
の
情
勢
ま
で
詳
述
さ

れ
て
い
た
。

匿　
　
、
雛

　
　
　
嚢
難
蒙
鱗

　
　
　
　
鐘
　
欝
蓑

謹
翻

ー
　
、
　
蕪

飛脚仲間認可状
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「
2
0
歳
の
記
録
」
で

　
　
優
秀
賞
に
輝
い
た
新
成
人

　
　
　
山
本
直
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
上
川
町
　
2
0
歳
）

　
十
日
町
市
公
民
館
が
、
新
成
人
を

対
象
に
募
集
し
た
「
2
0
歳
の
記
録
」

に
、
二
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
は
優
秀
賞
に
輝
い
た

ひ
と
り
で
す
。

　
「
母
親
に
す
す
め
ら
れ
て
応
募
し

た
ん
で
す
。
受
賞
を
聞
い
た
と
き
、

驚
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
」
と
あ
い
き
ょ
う
の
あ
る

山
本
さ
ん
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
身

近
な
出
来
事
を
し
っ
か
り
捕
え
、

「
自
分
の
生
き
方
」
を
表
現
し
た
記

録
に
は
誠
実
感
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
患
者
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
る
っ
て

灘
難
轡
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

う
れ
し
い
で
す
ね
。
わ
た
し
の
周
り

が
、
ほ
と
ん
ど
女
性
だ
け
に
人
間
欄

係
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
な
い
と
患
者
さ

ん
に
ま
で
影
響
し
ま
す
か
ら
ね
」
と

看
護
学
校
で
学
ぶ
山
本
さ
ん
。

　
「
来
年
の
国
家
試
験
の
合
格
が
目

標
で
す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
勉
強
が
で
き

な
く
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
配
で
す
が
、

頑
張
り
ま
す
」
と
看
護
婦
に
な
る
の

が
夢
だ
と
言
う
。
　
「
成
人
を
迎
え
、

し
っ
か
り
と
し
た
行
動
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
」
と
看
護
婦
を
目
ざ

す
女
性
ら
し
く
、
応
対
す
る
声
は
明

る
く
弾
ん
で
聞
え
ま
す
。

応
援
に
駆
け
つ
け
、

垂
十
高
ト
ン
ボ
軍

団
が
、
市
民
の
期

待
に
こ
た
え
て
新

潟
県
大
会
に
優
勝

し
ま
し
た
。

一
喜
一
憂
し
て
声

援
く
だ
さ
い
ま
し
た
応
援
団
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

北
信
越
大
会
で
は
強
豪
星
稜
に
惜
し
く

も
敗
れ
ま
し
た
。
そ
の
星
稜
が
同
大
会

で
優
勝
し
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
試
合

内
容
か
ら
、
ト
ン
ボ
軍
団
の
名
を
同
地

区
に
高
め
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
銀
屋
根
の
甲
子
園
が
待
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
大
会
に
向
け
て
、
十
高
・
十
実
野

球
部
の
皆
さ
ん
、
練
習
に
い
っ
そ
う
励

み
市
民
の
夢
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
。

垂
平
成
元
年
度
は
、
選
挙
の
年
で
の
幕

明
け
と
な
り
ま
し
た
。
四
日
に
行
わ
れ

た
県
知
事
選
挙
、
二
十
五
日
の
参
議
院

補
欠
選
挙
、
七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ

る
参
議
院
通
常
選
挙
で
す
。
選
挙
を
と

お
し
て
政
治
に
参
加
で
き
る
良
い
機
会

で
す
。
正
し
い
判
断
で
棄
権
の
な
い
よ

う
投
票
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
㊧
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齢赫妙自然

⑳エゾアジサイ

　山地のやや湿った樹林下に生え

る落葉低木です。

　花は6月ごろから見られます。

白く小さい花が円板上に多数集ま

り、そのまわりを青紫色に変化し

た径2～4cmの飾り花が取り囲み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ます。この飾り花は、がく片が花

びら状に変化したものです。

　アジサイの仲間は、花の色の変

化が話題になりますが、土が酸性

の時は青くなる傾向があり、反対

にアルカリ性の時はピンク色にな

るといわれていますが、ほかの物

質も影響し合っているようです。

市の花山つつじ
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